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収
納
代
理
制
度
も
探
用

九
月

　
　
　
　
、

日
力

十
日
町
市
の
指
定
金
融
機
関
は
、
去
る
四
月
の
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
で
「
昭
和
四
十
六
年
九
月
一
日
か

ら
昭
和
四
十
八
年
八
月
三
†
一
日
ま
で
株
式
会
仕
北
越
銀
行
に
昭
和
四
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十

年
八
月
三
十
一
日
ま
で
は
株
式
会
社
第
四
銀
行
に
指
定
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
こ
の
順
で
二
年
交
替
に
金

融
機
関
を
指
定
す
る
こ
と
」
を
餓
決
、
そ
の
後
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
九
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
に
指
定
金
融
機
関
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

金
融
機
関
の
指
定
と
は
、
ど
の
よ

う
な
制
度
で
そ
の
必
要
性
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
申
し
上
げ
ま
す
と
、
地
方

団
体
（
都
道
府
県
及
び
市
町
村
）
の
公

金
の
支
出
方
法
を
小
切
手
に
す
る
こ

と
が
た
て
ま
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
伴
い
、
公
金
亭
務
の
効
率
的
運
営

と
安
全
を
図
る
た
め
、
現
金
取
り
扱

い
の
最
も
熟
達
し
て
い
ま
す
銀
行
そ

の
他
の
金
融
機
関
を
指
定
し
、
こ
れ

ら
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
一
般
の
経

済
取
引
き
と
同
じ
よ
う
な
形
態
で
取

り
扱
う
と
い
う
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
銀
行
そ
の
他
の
金
融

機
関
に
預
金
し
、
一
切
の
経
費
は
、

こ
の
預
金
先
を
支
払
人
と
す
る
小
切

手
を
振
り
出
す
こ
と
に
よ
り
支
出
す

る
の
を
、
た
て
ま
え
と
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
団
体
の
公

金
取
り
扱
い
の
特
殊
性
か
ら
小
切
手

振
り
出
し
の
例
外
と
し
て
現
金
の
直

接
払
い
の
道
も
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
金
融
機
関
の
指
定
は

小
切
手
も
現
金
も
取
り
扱
い
が
で
き

地
方
自
治
法
に
よ
っ
て
特
別
の
性

格
と
機
能
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
公
金
の
管

理
体
制
と
責
任
体
制
さ
ら
に
は
住
民

の
利
便
を
考
慮
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
金
融
機
関
の
指
定
は
都
道
府
県
は

義
務
指
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市

ら
実
施

1””闘”富”””1”一1”・■

町
村
は
任
意
指
定
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

公
金
を
扱
う

金
融
機
関
は

　
市
町
村
は
任
意
指
定
と
は
い
え
、

最
近
公
金
の
盗
難
亭
故
が
多
発
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
金
融
機
関
の
所
在

市
町
村
に
あ
．
っ
て
は
稽
極
的
に
金
融

納入金について

　　　金融朔掲等の窓口に出向いて

　　　納入する場合

産税、
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補
正
額
－
億
繍
千
二
百
万
円
の
使
い
み
ち

　
　
　
　
　
　
第
三
回
市
議
会
臨
時
会

　
市
議
会
第
三
回
臨

時
会
は
去
る
七
月
二

十
八
日
開
会
、
昭
和

四
十
六
年
度
十
日
町

市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）
ほ
か

請
願
十
三
件
な
ど
を

審
議
し
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

に
一
億
一
千
二
百
二
十
六
万
五
千
円

を
追
加
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
二

十
億
四
千
四
百
二
十
九
方
二
千
円
と

す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

歳
出
予
算
追
加
の
主
な
も
の
は
、
衛

生
費
関
係
で
は
公
衆
浴
場
経
営
委
託

料
の
追
加
が
百
二
万
円
、
教
育
費
関

係
で
は
小
学
校
費
で
新
座
小
学
校

と
大
井
田
小
学
校
の
統
合
校
舎
（
仮

称
）
東
小
学
校
の
建
設
用
地
買
収
費

と
し
て
六
千
万
円
、
同
工
事
請
負
費

と
し
て
六
百
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
社
会
教
育
費
と
し
て
公
民

館
本
館
の
新
築
に
伴
う
館
具
備
品
購

入
費
と
し
て
二
百
五
十
万
円
追
加
、

保
健
体
育
施
設
費
で
は
、
十
日
町
ス

キ
ー
場
建
設
費
に
用
地
買
収
費
と
し

て
三
千
五
百
万
円
と
同
工
事
請
負
費

と
し
て
五
百
万
円
の
追
加
、
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
高
山
地
区
消
雪
パ
イ
ブ
施
設
に

関
す
る
請
願
ほ
か
十
二
件
の
請
願
は

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

機
関
を
指
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

わ
け
で
す
。

　
市
の
公
金
を
扱
う
金
融
機
関
の
な

か
に
は
、
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代

理
金
融
機
関
、
収
納
代
理
金
融
機
関

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
（
総
称
し
て
指

定
金
融
機
関
等
と
い
う
）
九
月
一
日

か
ら
こ
の
指
定
金
融
機
関
等
は
店
頭

に
つ
ぎ
の
看
板
を
か
N
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
、
十
日
町
市
指
定
金
融
機
関

　
北
越
銀
行
＋
日
町
支
店

一
、
十
日
町
市
指
定
代
理
金
融
機
関

　
（
十
日
町
市
は
指
定
し
な
い
）

一
、
十
日
町
市
収
納
代
理
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
十
日
町
支
店

　
信
用
組
合
十
日
町
支
店

　
新
潟
相
互
銀
行
十
日
町
支
店

　
大
光
相
互
銀
行
十
日
町
支
店

　
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
（
十
日

　
町
、
中
条
、
下
条
、
吉
田
、
南
部

　
六
箇
、
川
治
、
水
沢
の
各
支
所
、

　
及
び
新
座
、
大
井
田
、
新
水
、
高

　
山
の
各
出
張
所
）

こ
の
ほ
か
に
指
定
金
融
機
関
の
派
出

所
が
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
金
融
機
関
等
の

支払金について
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坤
・
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．
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き
ー
［
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性
格
に
つ
い
て
の
概
略
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

幽
、
指
建
金
融
機
関

　
議
会
の
議
決
を
経
て
金
融
機
関
の

中
か
ら
一
の
金
融
機
関
を
指
定
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
金
融
機
関
は
市

の
公
金
に
つ
い
て
、
出
納
事
務
を
取

り
扱
う
特
別
な
地
位
を
取
得
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
に
対
す
る
納
入

金
（
例
え
は
市
民
税
、
国
定
資
産
税

等
の
税
金
や
国
民
健
康
保
険
料
、
国

民
年
金
保
険
料
な
ど
）
や
支
払
い
の

事
務
を
市
に
代
っ
て
出
納
し
た
り
ま

た
指
定
代
理
金
融
機
関
や
収
納
代
理

金
融
機
関
で
行
な
わ
れ
る
出
納
全
般

に
つ
い
て
統
括
す
る
と
と
も
に
串
納

し
た
事
務
に
つ
い
て
市
に
責
任
を
負

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
指
窟
代
理
金
融
機
関

　
市
長
の
指
定
を
う
け
て
市
の
公
金

に
対
す
る
出
納
事
務
の
一
部
を
取
り

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　　市内施設めぐり250名が参加

　市は、7月13日から16日までの四日間、市内施設めぐりを

　実施。　延べ250名のみなさんからご参加いただきました・

　渓　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者は、春日市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　長や関係係員の説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　明に熱心に耳を傾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　け、特に細尾ホッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ園や市民の生活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に直接関係する衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　生センター（4ぺ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ジをご覧くださ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い）などの説明に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　有意義な一日を過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごしました．

　　　　（写真は細尾ホッブ園）
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三
、
収
納
代
理
金
融
機
関

　
市
長
の
指
定
を
う
け
て
収
納
金
の

一
部
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

今
後
の
納
入
や
支
払
い
方
法

　
　
　
　
は
ど
・
つ
な
る
か

　
市
税
等
の
納
入
金

　
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代
理
金
融

機
関
、
収
納
代
理
金
融
機
関
等
の
窓

口
で
直
接
納
入
す
る
場
合
と
口
座
振

替
に
よ
る
場
合
の
二
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
よ
る
鮪
入

　
と
支
払
い

　
口
座
振
替
に
よ
る
納
入
と
は
、
納

入
者
の
預
金
か
ら
自
動
的
に
市
の
預

金
口
座
に
振
替
え
て
納
入
す
る
方
法

で
す
。
　
（
詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
）

　
こ
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
金
融
機

関
に
対
し
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

納
入
す
る
た
め
の
手
数
や
時
聞
が
は

ぶ
け
納
期
限
と
い
う
心
づ
か
い
も
な

く
大
変
便
利
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
支
払
金
に
つ
い
て
は
こ
の
反
対
に

市
の
預
金
口
座
か
ら
納
入
者
の
預
金

口
座
に
振
り
こ
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
場
合
も
債
権
者
か
ら
口
座
振

替
の
申
し
込
み
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
不
明
の
点
は
会
計
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
カ
で
緑
を
守
ろ
う

　
こ
と
し
は
・
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
が
昨
年
以
上
発
生
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
市
は
こ
の
ほ
ど
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ア
メ
シ
ロ
）

防
除
対
策
本
部
を
設
置
、
ア
メ
シ
ロ

絶
滅
を
目
標
に
一
斉
防
除
を
行
な
い

ま
す
．

　
　
亨
f羅

　
　
　
　
鍛
卿
擦
．
’
齢
鵠

　
　
　
　
－
識
㌧
知
小

　
　
．
襲
¢
》
い

　
　
，
彦
・
．
　
　
自

防
除
対
策
本
部
を
設
置

　
対
策
本
部
の
構
成
は
、
企
画
係
、

予
察
係
な
ど
十
九
名
で
、
防
除
は
、

十
日
町
市
農
協
に
委
託
し
て
行
な
い

ま
す
。

　
ま
た
各
町
内
に
も
、
防
除
班
が
つ

く
ら
れ
市
民
ぐ
る
み
で
ア
メ
シ
ロ
防

除
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
内
防
除
班
は
、
六
名
編
成
で
被

害
樹
木
の
連
絡
や
、
防
除
時
の
協
力

な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

　
防
除
万
法
は
ア
メ
シ
ロ
発
生
最
盛

期
で
あ
る
八
月
下
旬
頃
の
二
日
間
、

旧
十
日
町
地
区
及
び
、
そ
の
周
辺
町

内
を
い
っ
せ
い
に
薬
剤
散
布
す
る
予

定
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

　
と
は

　
白
い
小
さ
な
ガ
で
サ
ク
ラ
、
プ
ラ

タ
ナ
ス
、
ヤ
ナ
ギ
、
ク
ワ
、
カ
キ
、

ミ
ズ
キ
な
ど
の
樹
木
を
こ
の
ん
で
食

べ
る
害
虫
で
す
。

　
繁
殖
力
は
お
う
せ
い
で
、
初
め
は

数
．
ゾ
材
の
小
さ
な
毛
虫
で
す
が
、
成

長
す
る
と
二
移
儲
ほ
ど
に
な
り
ま

す
。

　
通
称
ア
メ
シ
ロ
は
六
月
上
旬
か
ら

七
月
下
旬
と
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下

旬
に
か
け
て
年
二
回
発
生
し
ま
す
。

　
防
除
す
る
に
は

　
こ
の
虫
は
、
幼
虫
が
小
さ
い
時
は

糸
を
は
き
巣
を
作
り
、
か
た
ま
っ
て

生
活
し
、
大
き
く
な
る
と
巣
か
ら
離

れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
早
い
う
ち

に
巣
を
切
り
取
り
ふ
み
つ
ぶ
す
か
、

焼
き
す
て
る
と
手
軽
に
防
除
で
き
ま

す
。難

高
い
枝
の
巣
に
は
、
竹
の
先
に
ハ

サ
ミ
の
つ
い
た
高
枝
切
り
を
使
っ
た

り
、
棒
の
先
に
油
布
を
つ
け
て
巣
を

焼
く
の
も
よ
い
方
法
で
す
。

　
各
家
庭
で
薬
剤
散
布
す
る
と
き

は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
D
D
V
P
剤

や
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
な
ど
の
乳
剤

が
よ
く
き
き
ま
す
。
自
分
の
木
は
自

分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

助
潅
費
一
万
円
に

　
市
は
本
年
四
月
か
ら
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
に
助
産
費
及
び
葬
祭
費

を
増
額
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
助
産
費
は
こ
れ
ま
で
の
三
千
円
か

ら
一
万
円
に
、
葬
祭
費
は
こ
れ
ま
で

の
三
千
円
か
ら
五
千
円
に
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

の納税管理人は市内に住所のあ
方で、転出者の固定資産税を納
するものです。

け出用紙は税務課に備え付けて
りますので、転出されるときは
れずにお届けください。

お納税管理人を変更される場合
届出が必要です。

土
木
工
事

入
札
結
果

市の

罰脳

入
札
結
果
〈
七
月
十
日
〉

▽
内
後
城
之
古
線
道
路
改
良
工
事
へ
一
五
七
賭
）

　
落
札
者
丸
富
工
業
（
株
）
　
　
落
札
額
百
四
十
三
万
円

▽
川
治
昭
和
町
線
妻
有
橋
新
設
工
事

　
落
札
者
南
雲
土
建
（
株
）
　
　
落
札
額
　
三
百
二
十
八
万
円

〈
七
月
＋
五
日
〉

▽
川
原
町
北
原
線
特
殊
改
良
第
四
種
工
事
（
九
一
〇
耕
）

　
落
札
者
上
越
舗
道
（
株
）
　
　
落
札
額
　
六
百
九
十
万
円

▽
本
町
西
線
道
路
改
良
工
事

　
落
札
者
　
　
（
株
）
池
田
組
　
　
落
札
額
　
二
百
二
十
二
万
円

▽
真
田
一
号
線
道
路
改
良
工
事
（
三
八
O
層
）

　
落
札
者
　
柳
土
建
　
　
落
札
額
　
九
十
八
万
五
千
円

▽
峠
二
号
線
道
路
改
良
工
亭
（
一
五
〇
耕
）

　
落
札
者
　
　
（
株
）
福
島
建
設
　
　
落
札
額
　
九
十
八
万
円

▽
山
本
林
地
崩
壊
防
止
工
事

　
落
札
者
　
（
株
）
村
山
土
建
　
　
落
札
額
　
二
百
十
九
万
円

▽
構
造
改
善
林
道
南
鐙
坂
線
開
設
工
事
（
一
〇
〇
〇
層
）

　
落
札
者
　
（
株
）
丸
山
工
務
所
　
落
札
額
　
三
百
十
五
万
円

歩
行
者
が
守
る
道
路
交
通

車
は
歩
行
者
に
都
合
の
よ
い
よ
う
に
止
っ
た
り
、
方
向
を
急
に
変
え

た
り
は
で
き
ま
せ
ん
．

車
に
道
を
ゆ
す
っ
た
と
こ
ろ
で
待
つ
時
間
は
せ
い
ぜ
い
一
分
位
で
す

　
ゆ
す
る
心
の
余
裕
が
あ
な
た
を
守
り
ま
す
。

歩
行
者
の
三
則

一
、
信
号
を
守
っ
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
道
路
上
で
の
立
話
は
大
変
危
険
で
す
。

三
、
子
供
を
連
れ
て
買
物
や
お
使
い
に
出
た
と
き
は
子
供
か
ら
目
を

　
　
は
な
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
手
を
は
な
さ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

　
　
し
ょ
う
。審ぜ

へ
罷

蕪．測

飢みの交通事故，　　　　似8はわが身1＝，

市内交通事故発生状況

と
較
減

年
比

前
の
増

年
期

前
同

46．7．31現在

　2

29

　
　
　
0

2　
　
　
0

　
　
　
1

4者死

負傷者129

詣
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　瑚
　
　
正
午
に
黙
と
う
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
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市債の状況
100％

借入先別
ii727、Q67千肉三i

　大蔵省

450，606千円

（62％ナ

灘灘灘鱒麟
　　　一般会計　　　　　　　（単位千円）勘

34％　　　　　25％

歳入　1，878，451

目　　的　　別

727，067　　100％

市税の状況　　　　月

　　　　　　別
　　　　　　才

入
才
出
額
表

騨綴　　日　　騨　v当　　　　　（単位千円）

農林水産業費

127、261　8％

商工費80・818

　　5％

教　育　債

220，432

30％

その他

133，456

『18％

土木債

128，445

18％

180

170

160

150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

3Q

20

10

　　　　　民生費　　　教育費
翌年度繰越
　　　　　306，354　　　315、970158、358千円

　　　　　18％　　　　18％
’

（う騰糊公晦澗．
！

清掃債　　　　厚生福祉費　　減税補墳債　　　特別会計債　　災害債

48－8927％　75，12710％　30、9774％　　41，6糾6％　娼，0547％

　　　市有財産の状況
103、379千円　　　　97、274㎡　　　　15，103，155㎡

”ぐ、Nヤ
．騰、 へ一

」’

三
二
五
　
、
〇
五
二
千
円
5
1％

ノ’ 聾穿　グ616

’、 才 θ

　　5㌔消防費　4％　　　　歳　出
74，884

その他獅　　1’720’093

9②魁

　　総務費

　　305、602

　　18％

入
’

　　5砦
土木費

247，336

14％

’
’

、
芸
、
、
曝
．
一
“

霧

　　－
　　r『㍉【r》へ

　●、ll“副欝ll，

　．　6　　魁
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嚇

ρ

ノ才出

吻

、
殴
安
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ぐ＝
、
、
涜
写
詫
1
マ
ミ
＝
、
1
な
“
、
、
㌣・
1
￥
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“、×”沁

4’ 性質別分析表（単位千円）
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投資的事業

538，722

31％

人件費
454，816

26％

物件費

蜘，価

11％

扶助費

1％，511

11％

その他

B3，855

8％
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》
●
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ド 四 四

『
八
九
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五
〇
千
円
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五
千
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N
、
ヤ

・
ぐ
＝
、
、
N
N
㌧
艦
N
曽
“

五　　　　　　三　　　　　　二
八　　　　　　五　　　　　　六

　　　　　　　、
基金公社債　　　建物　　　　　　土　地

’匙

、、

鵠
モ》x
’
～
『
、、
文
乙5
、
、
ミ
、
ρ
■
，
葵
さ
、

，1九、・〆

　・f娘’

　　　　　　　　　　　　公債費91，6495％助費76，8275％
一　　　　一一　　特別会計　（単位千円）　　鮒金47、・373％
八　　　　　　登♂

ぞ
、
、
、
，
～
こ

七
～
玉：千爺や

二
千
、
。
～
t
円

邸、
・『ド、・・，9一恥～r．

会　計　名 才　入 才　出 差　引1世帯当り
市税負担額

　　，

1人当り

市税負担額

円曳“1
．、 国民健康保険 345，570 訂305，293 40，277い

噛’
“ 4％

寸

30％・ 6％『
ぐ’

直営診療所 16，778 32，646 △15，868

60，563円
市　　　　　固　　　　　た　　　　　電　　　　　そ
町　　　　　定　　　　　ば　　　　　気　　　　　の
村　　　　　資　　　　　こ　　　　　ガ　　　　　他
民　　　　　産　　　　　消　　　　　ス　　　　　の
税　　　　税　　　　費　　　　税　　　　税
　　　　　　　税

へき地診療所 3，984』 3，984 O
簡易水道 85，387 81，523 3，864

12、697円
と　畜　場 1，951 1，131 820

計 453，670 424，577 29，093

清掃債

48，892　79（5

103、379千円

厚生福祉費

75，127　1096

減税補墳債

30、977　496

市有財産の状況

97、274m2

特別会計債

41，68469」

災害債

48，054　796

15，103，155m2

市税の状況 月
別
才

翌年度繰越

158、358千円

（う講灘）公晦，7。1

　　　　　　　　　50」消防費

74，884

その他

9②魁

民生費

306，354

　18％

4％

ぢqも

総務費

305、602

（単位千円）

歳

1、720、093

霧

》

基金公社債

1世帯当り
市税負担額

吻

四 四

建物

60，563円

土　地

1人当り

市税負担額

12、697円

市
町
村
民
税

18％

教育費

315、970

18％

　　　農林水産業費

　　127、261　　　89」
出

　　　商工費80・818
　　　　　　さクバ
　　聾り616σ
　　　　　5砦
　土木費

　247、336

　14％

固
定
資
産
税

た
ば
こ
消
費
税

電
気
ガ
ス
税

そ
の
他
の
税

性質別分析表（単位千円）

貸付金47、0373％

市税分析表（単位千円）　性質別分析表（単位千円）

「
そ
の
他
2
9
・
6
5
7
（
5
％

電気ガス税　　N
32，999　（5α〔，）

たばこノ肖費税

61、690　（1090）

固定資産税

210，580

（33％）

市町村民税

292，004

（4ア％）

その他63，571（400）

公債費110、122（6％）
貸
付
金
5
4
、
5
0
4
（
3
％

特別会計予算の状況（単位千円）

補
助
費
等
6
8
，
1
8
4
（
4
％

扶助費

200，958（1006）

物件費
238，466
（12％）

人件費

493、557

（26％）

投資的事業費

682，665

（35％）

626，930千円（100％） 1，932，02ア千円（100％）

会　　計　　名 予　算　額 比　　率

国民健康保険 330，070 83％

直　営　診　療　所 36，035 9％

簡　　易　　水　　道 29，564 7％

と　　　畜　　　場 1，530 1％

計 397，199 100％

一
般
会
計
　
（
単
位
千
円
）

当初予算1、900，170

6月末予算1，932，027

収入済額596，745（収入率31％）

支出済額」70、827（執行率19％）

一般会計歳入歳出款別表　　（単位千円）

　　　　』教育費

　　　　310，140
　民生費　　（16％）

　304，451
　　　（16、6）

土木費　　　才出予算
351，275

（18％）　　　1，932，027千円

総務費（23％）　　100％

453，059

　　市　　　税

　　　626，930

　　　　（32％）

才入予算
　　　　　地方交付税

・932・027千円　　　5（14，200

　100％　　　　（26％）

　　　　　辱悔

　　　　　　袴

　
　
　
　
　
そ
の
他
、
　
　
，

福
　
　
　
　
　
1
9
6
4
1
1
（
ゆ
％

　
　
　
　
　
市
　
債

　
　
　
　
　
1
4
3
、
8
0
0
（
8
％

、
　
　
　
　
　
1
0
2
、
8
3
7
（
5
％

腎
　
　
　
　
　
繰
越
金

　
　
　
　
　
諸
収
入

　
　
　
　
　
6
6
、
6
8
6
（
4
％
）

　
　
　
　
　
そ
の
他

㍉
5
2
9
2
3
（
3
％
）

　
　
　
　
　
消
防
贋

　
　
　
1
7
9
1
5
2
（
4
％
）

　
　
　
　
　
商
工
費

　
　
　
　
　
7
7
、
3
6
5
（
4
％
）

　
　
　
　
　
衛
生
費

　
　
　
　
　
1
0
1
、
1
5
1
（
5
％

イ
公
債
費

　
　
　
　
　
1
1
0
、
1
2
9
（
6
％

／
農
林
詠
産
業
費

　
　
　
　
　
9
2
3
8
2
（
5
％
）
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一一みなさんの家計簿と同じ意味です一

　市のしごとは、わたくしたちが生まれてから死ぬまで

のいろいろな届けの処理や学校、公民館、道路の新設や

維持、管理、公園、運動場などの設置、水道等の事業経

営、消防、伝染病の予防さらには、ごみやし尿の衛生的

な処理などその内容は多方面にわたっていますが、ごれ
らは市の「財政」や「予算」によって運営されています。

　この「財政」や「予算」は市民のみなさんにとっては

非常に大切なことなのです。

　わたくしたちの家庭には家計があ1）ます。

　市に置予算という．ものがあります。

　この予算を中心とした市のしごとを一般的に「財政」

と呼んでいます。もう少しわかりやすく説明しますと、

　市は、わたしたちの個人の力ではできない仕事、たと

えば災害復旧や道路改良、教育の振興、社会保障の充実

交通安全対策、産業の振興などわたしたちの住んでいる

まちを明るく住みよい豊かなまちにするためには、たく

さんのお金がかかります。

　このお金は、みなさんからいただいている税金を主体

にそのほか国、県の支出金、補助金や使用料、手数料、

財産収入、市債、諸収入などによってまかなっています。

　このように、一方で費用を払い（歳出と呼んでいます）

他方でその財源を集める仕事（歳入と呼んでいます）を

「財政」と呼んでいるわけです。

　「予算」は集められたお金をいろいろと考えて配分し、

市のしごとを効果的に行なうためのしくみでみなさんの

家庭の「家計簿」と同じような意味のものです。

　みなさんも市の家計簿をよくみて家庭で話し合ってみ

てください。

　　　一市の借金のことです一

　本市は、公共事業の促進を第一の柱に減税、人間尊

　の施策、総合農政、市道の整備、文教施設の整備、

　雪対策などを重点に積極的に事業をすすめてまいり

　　した。

1　ここにお知らせする「5万市民の家計簿」はみなさ

　んの家計ともっとも関係の深いものです。

　市報とおかまち3月号、5月号でお知らせした「予算
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
：のあらまし」と関連してみんなで考えてみましょっ。．

●■■■ロ噂囎’ロ甲■甲騨■圓剛ロ
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、
．
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↓
．
．
．
．、

簿1

〈
繊
労
会
館
屋
上
か
ら
写
す
〉

1？

「
川
，
舅
釧
刻
頚
剰
劉
刻
肩
刻
引
揖
自
、
頃
、
，
「
㎜

『
鬼
－
△
め
、
こ
…
遣
の
概
要
を
お
智
ニ

　
サ
ロ
し
じ
を
エ
す
ヒ

㎜
わ
た
し
ひ
あ
住
－
ん
で
い
る
三
参
ま
ち
を
㎜

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
み
λ
た
，
小
で
．
も
う
　
度
考
ノ
、
ー
み
ま
㌧
よ
ー
、

市
制
施
行
当
時
の

↓
ハ
倍

　
十
日
町
市
は
新
潟
県
の
南
部
に
位
㎜
性
宙
脈
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
環
境

置
し
、
信
濃
川
の
河
岸
段
丘
し
し
丘
陵
㎜
と
、
雪
と
き
も
の
で
名
高
い
産
業
都
、

履

L

市
で
す
。

　
十
日
町
織
物
は
、
飛
鳥
、
天
単
か

『
ら

の
着
い
歴
史
．
伝
統
を
も
ち
、
，
［
｝
㎜

日
町
小
唄
と
共
に
全
国
に
親
ー
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　
最
近
の
十
日
町
織
物
は
、
き
も
の
餉

．
の
総
合
産
地
と
し
て
年
間
三
膏
五
十

億
円
を
突
破
す
る
な
ど
め
ざ
ま
し
い
…

甲
発
展
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
行
政
面
か
ら
み
た
十
日
町
市
は
、

昭
和
二
十
八
年
施
有
の
町
村
合
併
促

進
．
法
に
よ
っ
で
、
昭
和
二
十
几
年
三

月
、
十
日
町
、
中
条
村
、
川
治
村
、
六
、

籔
村
の
四
ヵ
町
村
が
文
、
等
合
併
し
で
噌

市
制
を
施
行
、
同
年
の
士
一
月
占
田

村
を
翌
三
十
年
二
月
下
条
村
を
合
・

償
、
さ
ら
に
三
十
七
年
四
月
一
日
水

、
沢
村
を
合
併
し
て
、
総
面
積
二
一
一

愚
四
四
試
平
方
だ
。
人
口
、
約
五
（
、
入
｝

一
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
市
制
施
行
当
時
人
口
の
一

ニ
ハ
箔
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
が
み
な
さ
ん
－
〆
｝
共
に
歩

ん
つ
、
き
た
丁
し
年
の
閥
ぱ
、
幾
多
の

施
策
を
一
．
実
施
し
、
市
民
生
活
の
向
上

に
努
力
を
払
っ
．
て
ま
い
ー
ま
し
た
。

特
に
本
市
蟻
男
竈
帯
、
さ
壷

｝
命
か
ら
冬
期
間
の
交
通
確
保
な
ど
の

豪
雪
対
策
、
交
通
綱
の
整
備
、
国
、

．
県
、
市
道
の
道
路
改
良
並
び
に
無
雪

．
化
、
飯
田
線
の
輸
送
改
善
、
北
越
北

㎜
線
の
着
工
、
、
広
域
市
町
村
圏
の
指

一
定
、
農
業
の
逓
代
化
な
ど
王
要
産
業

の
織
物
の
急
速
の
伸
び
と
あ
い
ま
っ

い
　
す
。

　
ノ
、
胃
後
、
魚
瀦
地
…

域
の
拠
点
と
し
て
…

広
域
的
な
生
活
圏

行
政
昂
展
開
、
み
．

な
さ
ん
と
共
に
魅

　
　
　
　
　
　
　
到

力
あ
る
豊
か
な
地

域
辻
会
づ
く
り
に
㎜

麟「
．
膿

　
　
　
鑑

　
騒
商
業

　
　
本
市
に
お
け

　
る
商
業
は
、
昭

　
和
四
＋
五
年
度

｝
商
業
統
計
調
査

　
に
よ
る
と
商
店

　
数
八
百
八
十
五
．

、
従
業
員
三
千
六

．
百
七
十
三
人
年
『

　
間
販
売
額
は
六

　
百
四
億
三
千
四

－
百
八
＋
六
万
円

　
と
な
っ
て
い
ま

・
ボ
す
《
）

　
　
業
種
別
に
み

．
ま
す
と
、
卸
売
業
は
、
五
百
七
億
六
千

九
十
万
円
で
商
業
全
体
の
八
％
を
占

め
、
昭
和
四
十
三
年
に
比
較
す
る

と
四
九
％
の
伸
び
を
し
め
し
て
い
ま
．

す
。

　
ま
た
小
売
業
は
八
九
億
七
千
九
百

六
万
円
で
三
〇
％
の
伸
び
率
に
な
っ

て
お
り
、
飲
食
店
は
七
億
四
千
八
百
一

九
十
万
円
で
商
業
全
体
か
ら
み
る
と

昭
和
四
十
五
年
度
は
昭
和
四
十
三
年
．

度
に
比
較
し
て
三
二
％
の
伸
び
率
を

し
め
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
商
店
の
年
間
販
売
額

は
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

と
同
時
に
本
市
の
商
店
、
街
の
中
心
で

本町通りの道路拡幅工事

辮
辮
　
☆
“
魁
岡
齢
　

D

近代的な商店

げ蹴。
あ
る
本
町
通
り
は
道
路
の
’
拡
幅
工
事

に
と
も
な
っ
て
効
率
的
な
店
舗
と
、

・
ア
ー
ケ
！
ド
の
建
設
に
ょ
り
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
近
代
的
な
商
店
街
を
形

づ
く
り
つ
N
あ
り
ま
す
。

伸
び
ゆ
く
十
日
町
織
物
　
　
驚
蘭
樺
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一
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騨
護
輸

臨
工
業
昭
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四
＋
五
年
度
工
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統
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調
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る
本
市
の
工
業
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ぼ
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四
年
度
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較
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と
四
＋
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三
億
三
百
ヒ
万
円
の
増
で
二
丁
九

％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
出
荷
額
一
億
円
以
上
の
事
業

所
は
七
十
二
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
㎜

　
本
市
工
業
生
産
額
の
九
三
％
を
出
．

め
一
．
0
織
物
は
、
工
場
数
百
五
十
四
（

織
物
組
合
加
入
）
織
機
四
千
九
百
三

台
の
生
産
設
備
を
も
ち
、
年
間
二
百

七
十
三
万
四
千
点
の
織
物
を
生
産

し
、
き
も
の
の
総
合
産
、
地
と
し
て
昭

和
四
十
五
年
度
三
百
四
十
四
億
円
に

達
し
て
い
ま
す
、

　
そ
の
ほ
か
の
工
業
と
し
て
は
、
織

物
関
係
、
機
械
工
業
、
食
品
関
係
、

紙
パ
ル
ブ
。
木
材
木
製
品
等
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
本
市
は
四
十
六
年
三
月
、
用

途
指
定
地
域
及
び
準
防
火
地
域
等
を

指
定
し
、
城
之
古
地
内
に
工
業
団
地

商
品
生
産
農
業
に
移
行

　
　
　
　
　
畜
産
や
特
産
振
興
な
ど

・
農
業

　
農
業
は
昭
和
四
十
五
年
度
調
査
の

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
農
一
灰
数

四
千
五
百
八
十
四
戸
で
、
昭
和
四
十

、
年
に
比
軟
す
る
と
、
二
百
四
十
九
戸

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
人
口
も
過
去
、
h
か
年
間
に
三

千
三
百
四
十
三
人
滅
少
の
二
万
三
千

六
百
四
十
二
人
と
な
り
、
一
戸
単
均

農
、
家
人
口
は
五
・
二
人
と
な
っ
て
い

．
ま
す
。

　
こ
の
農
家
人
口
を
年
令
別
に
み
ま

す
と
、
十
四
歳
以
上
が
減
少
し
逆
、
に

六
十
歳
以
上
の
老
令
人
口
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
地
区
別
で
減
少
率
の
最
も
高

い
地
区
は
、
十
日
町
地
匿
の
一
七
・

四
％
つ
い
で
六
箇
地
区
の
十
六
6
四

％
、
中
条
地
区
の
＝
一
τ
八
、
％
と
な
．

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
戸
当
り
の
平
均
耕
地
面
積

は
、
七
・
四
診
と
な
っ
て
お
り
、
経
一

営
規
模
別
農
家
数
は
O
・
三
診
末
満

一
と
一
・
五
⑫
以
上
の
農
叡
が
増
え
、

O
・
三
診
以
上
一
・
五
欝
・
ボ
満
の
階

膚
農
家
が
紐

噛
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
農
家
の
経
営
規
模
は

需
細
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
今
後
は
う
ま
い
米
の
生
産
地
と

地区別農家数の推移

τ
て
の
ほ
か
に
、
特
産
振
興
饗
諾

癖
し
、
藁
、
湯
、
畜
．
砦
ど
濡

・
有
効
に
と
り
入
れ
、
さ
ら
に
林
業
構
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

一
造
改
善
を
実
施
す
る
な
ど
。
蘭
品
生
産
㎜

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
の
近
代
化
に
．
敷
り
組
ん
で
い
ま
す
。
㎜

｝
ま
た
、
い
ま
・
・
で
に
農
業
構
造
改
善
㎜

に
山
．
肩
手
、
細
尾
部
落
、
中
在
嫁
部
落
㎜

｝
の
ほ
賜
整
備
、
小
泉
地
区
や
田
谷
地
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

｝
区
の
ほ
場
整
備
、
ラ
イ
ス
申
、
ン
タ
ー
…

寮
餐
稲
作
客
力
化
蓬
㎜

一
振
興
対
策
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
㎜

　
　
　
　
　
　
ぎ
一
ま
ー
レ
た
…
。
　
　
　
　
…

ヘ
ロ
　
　

　
り
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
ス
さ
ら
に
現
在
計
…

　
　
　
　
甥
密
の
霧
崔
…

　
　
　
　
セ
　
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
…

　
　
　
　
業

　
　
　
　
林
の
推
患
に
よ
り
、
㎜

　
　
　
　
農

　
　
　
　
　
　
未
開
発
の
．
丘
陵
地
燗

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
帯
に
首
都
圏
な
ど
㎜

　
　
　
　
　
　
を
対
象
と
し
た
野
…

　
－
↑
L
一
i
i

　
　
　
　
　
　
薬
団
地
の
形
成
が
㎜

　
　
　
　
　
　
考
え
ら
れ
、
そ
の
…

　
　
［

　
　
　
　

　
　
【
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ニ

　
　
ヘ

　
　
ー
　
宅
　
1

　
　
　
　
　
　
は
か
、
く
り
、
た
…

　
　
　
　
　
　
ぱ
こ
、
ホ
ッ
プ
な
…

　
　
　
　
　
　
ど
の
商
業
作
物
が
…

　
　
　
　
　
　
期
待
さ
れ
て
い
ま
㎜

　
　
　
　
　
　
す
。
　
　
　
　
　
㎜
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き
れ
い
な
街
づ
く
り
は

ま
ず
ご
み
処
理
か
ら

▽
．
．
．
．
．
．
ご
み
の
排
出
量
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
か
。
わ
た
し
た
ち
の
十
日
町
市
も
最
近
ご
み
の
量
が
急
に
増
え
て
、
昨
年
は
、
三
千
：

▽
．
．
．
．
．
．
万
円
を
ご
み
処
理
に
つ
ぎ
こ
ん
だ
と
の
こ
と
。
し
か
し
わ
た
し
た
ち
の
台
所
か
ら
毎
日
で
る
ご
み
を
処
理
し
て
貰
え
な
か
っ
た
ら
：

▽
…
・
．
．
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
悪
臭
が
た
ち
こ
め
、
ウ
ジ
や
ハ
エ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
快
適
な
・
・

マ
．
。
．
。
。
生
活
な
ど
望
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
た
ち
の
街
を
ご
み
か
ら
守
り
、
ご
み
を
衛
生
的
に
処
理
し
て
・
・

▽
…
．
．
・
い
る
ご
み
焼
却
場
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
内
）
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

ごみ運搬の状況
　　（42年～45年）

5，032台
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灘、塑
　　　　　・解題最
　　　　　　　　艶、、礁＝誕
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噸

、
～
託
／脳

〃
　
〆

臓
鵬
號
㎜
脚
伽
繍
…

4344

〃　　　r

　
　
／

　
　
，
－

　
　
　
〔

　
　
／

〃
車

’
　
t
房

◎

　
市
で
は
、
市
民
の
健
康
を
ま
も
り

快
適
な
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め

昭
和
四
十
二
年
四
月
、
現
在
地
に
焼

却
場
を
つ
く
り
、
同
年
十
二
月
市
内

の
全
地
区
対
象
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
定

日
（
曜
日
）
収
集
を
実
施
、
昭
和
四

十
三
年
四
月
か
ら
旧
市
内
、
川
治
、

高
山
、
春
日
町
、
四
日
町
地
区
の
一

週
間
二
回
収
集
、
他
地
区
の
一
週
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

講

灘

△△△△△

一
回
収
集
を
実
施
す
る
な
ど
、
収
集

地
域
及
び
収
集
回
数
が
拡
大
さ
れ
て

き
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
日
二
十
五
ト
ン
の
現
在

の
炉
で
は
と
て
も
焼
却
が
間
に
合
わ

な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
焼
却
場
の
職
員
や
作
業

員
は
交
替
で
午
前
七
時
か
ら
焼
却
に

あ
た
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
き
ょ
ね
ん
の
八
月
十
一
日
は
五

逗
謝
懸
難
甦
と

　
ま
た
、
事
業
所
、
工
場
、
商
店
等

の
多
量
の
ご
み
は
、
衛
生
的
に
自
己

処
分
を
お
願
い
し
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
急
激
に
増
え
つ
づ
け
る
ご
み
を

速
く
衛
生
的
に
処
理
す
る
た
め
、
市

で
は
、
さ
ら
に
収
集
態
勢
や
収
集
方

法
を
検
討
中
だ
そ
う
で
す
。

十
日
町
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

　
収
集
方
法
は
、
家
庭
の
ご
み
に
つ

い
て
は
、
十
日
町
方
式
と
い
わ
れ
る

各
戸
袋
づ
め
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で

定
日
（
曜
日
）
収
集
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

霧
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簾
蓑
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　へ噺
一

きょねんごみ処理に使ったお金

　一世帯あたり2，428円
　　　　　　ぬ　　をぽく　

　　　内訳蘇》

　　　　　轡へ、 一∫壁』1，塾．＿

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
袋
づ

め
さ
れ
た
可
燃
物
と
不
燃
物
を
五
台

の
収
集
車
が
、
器
用
に
積
み
上
げ
て

い
く
。

　
ご
み
は
ま
た
た
く
聞
に
積
み
あ
げ

ら
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
一
つ
の
台
勝

の
ご
み
が
空
中
分
解
し
て
、
残
飯
や

繋一雛§
　
　
　
㎝

護
9月

焼却場完成（処理能力1日6ント）
ク、三輪車による不定期収集開始

（小泉）を埋め立て地として買収、埋

わし（焼却場敷地に火葬易建設）

着工（処理能力1日25ント）

日町）の定日（曜日）収集を実施
、吉田、下条の平場地域を月2回

　
　
　
月
小
始
月
こ
月
設
月
十
条

　
　
　
n
　
開
8
り
8
建
1
0
（
中

年
式
ッ
年
沢
て
年
と
年
場
年
内
、

28

機
ラ
3
8
城
立
4
0
易
4
1
却
41
市
治
集
覗
デ
ン
2
0
42
焼
42
格
42
座
方
㎎
内
施
43
市
地

和
三
ト
和
高
め
和
却
和
焼
和
旧
川
収
和
モ
ヨ

昭
　
　
昭
　
　
昭
焼
昭
　
昭

昭和4Z年6月
　モデル地区（高出、春日町）によるステーシ
　ヨン定日（曜日）収集を採用
　（20匿帯に一つのステーシヨン収集実施）
昭和42年4月
　新焼却場完成（工事費総額3，594万円）
昭和42年7月
　本格的に焼却開始
昭和42年9月
　新座、四日町、川治、山本地区をステーシヨ
　ン方式に切替え実施
昭和42年12月
　市内全地区のステーシヨン定日（曜日）収集
　実施（混合収集に切り替え実施）
昭和43年4月
　旧市内（十日恥）川治、高山、春日町・四日
　町地区の1週間2回収集実施
　姿・安養寺地区・中条、下条旧道地区をステ
　ーシヨン方式による1週間1回収集実施

れ
て
お
り
、
燃
え
る
と
き
に
高
熱
を

出
し
、
有
害
ガ
ス
を
発
散
す
る
た
め

焼
却
炉
を
い
た
め
て
し
ま
う
そ
う
で

す
。

　
集
　
　
日
　
テ

　
収
　
　
四
　
ス

　
　
　
　
　
、
　
を
施

印
　
町
　
区
実
　
施

曜
　
日
　
地
集
　
実

　
　
　
　
　
春
　
道
収
　
を

日
㈲
　
、
旧
回
　
集

　
定
実
山
施
条
－
収

　
ン
え
　
高
実
下
間
　
回

　
ヨ
替
　
　
　
、
集
　
、
週
　
　
ー

　
シ
り
　
治
収
条
1
　
間

　
一
切
　
川
回
中
る
　
週

　
テ
に
　
）
2
、
よ

　
ス
集
　
恥
間
区
に
　
の

　
の
収
　
日
週
地
式
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
（
の
養
ン
　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
4
4
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
水

花
び
ん
、
植
木
は
ち
、
酒
ト
ッ
ク
リ
㎜

ガ
ラ
ス
、
ビ
ノ
等
。
　
　
　
　
　
　
…

　
ブ
リ
キ
、
鉄
類
、
一
斗
罐
、
空
鰭
㎜

詰
、
ミ
ル
ク
罐
、
ト
タ
ン
、
ナ
ペ
釜
…

工
具
、
農
具
、
津
傘
、
電
線
、
針
金
、
…

お
も
ち
ゃ
類
、
か
グ
ッ
、
そ
の
他
㎜

．
等
々
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
電
気
製
削
、
冷
蔵
庫
、
洗
溜
機
、
…

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ア
イ
ロ
ン
、
卜
…

ー
ス
タ
ー
、
扇
風
器
、
そ
の
他
、
㎜

　
土
砂
、
瓦
な
ど
。
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
ポ
リ
袋
を
斡
旋
　
　
㎜

　
　
し
ま
す
　
　
　
　
　
㎜

　
大
（
白
）
五
十
枚
入
　
　
二
白
円
川

　
中
（
臼
、
青
）
百
枚
入
　
二
百
円
㎜

ご
み
の
ラ
ス
ト
ス
テ
ー
シ
㎜

　
ヨ
ン
高
城
沢
埋
め
立
て
地
淵

むたた

魚
の
は
ら
わ
た
が
作
業
員
の
頭
の
上

に
降
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ポ
リ
袋
の
口
を
し
っ
か
り
く
く
ら

な
い
と
こ
ろ
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

　
燃
え
る
も
の
と
燃
え
な
い
ご
み
を

区
分
し
て
袋
づ
め
す
る
と
か
、
台
所

の
ご
み
は
よ
く
水
切
す
る
と
か
、
い

ま
ま
で
の
ご
み
を
捨
て
る
と
い
う
観
・

謹
な
く
・
蓼
衛
麺
響

繹
麩
講
沓
砺
離
馳

す
。

ご
み
を
焼
却
炉
へ
運
搬

　
収
集
さ
れ
た
ご
み
は
、
信
濃
川
べ

｝
り
に
あ
る
衛
生
セ
ン
タ
1
に
還
ぱ
れ
・

ま
す
。

　
近
づ
く
と
す
ご
い
ニ
オ
イ
が
し
て

き
ま
し
た
。

　
ご
み
の
ラ
ス
ト
タ
i
、
ヘ
ナ
ル
で
す

　
二
、
ン
車
に
満
載
ざ
れ
た
ご
み
は
、
・

車
か
ら
す
ぐ
焼
却
，
炉
に
落
と
さ
れ
る

そ
の
際
、
燃
え
な
い
ご
み
は
、
区
分

・
さ
れ
あ
と
で
高
城
沢
の
埋
め
立
て
地

】
へ
運
搬
さ
れ
る
。

　
作
業
員
は
熱
気
と
ニ
オ
イ
で
む
ん

む
ん
す
る
な
か
で
懸
命
に
働
ら
い
て

い
ま
し
た
。

　
ご
み
の
な
か
に
は
、
最
近
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
も
の
が
大
量
に
混
入
さ

正
し
い
ご
み
の
出
し
か
た

…
街
を
曳
、
」
れ
い
に

鋳
簸
蝦
》
…

㎜
、
蹴
難

市
清
掃
課
で
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
協
力

し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

一
、
ご
み
は
収
集
当
日
の
午
前
九
時

　
ま
で
に
ポ
リ
袋
等
に
入
れ
、
不
燃

　
物
と
所
燃
物
を
区
分
し
て
ご
み
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
燃
え
な
い
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
増
え
る
一
方
の
ご
み

　
は
埋
め
立
て
　
　
　
も
近
ご
ろ
・
家
具
や
・
畳
廃
材
・

　
、
こ
み
は
最
近
増
え
る
一
方
で
、
昭
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ま
で
が
ご
み
の
仲

和
四
十
五
年
度
の
十
日
町
市
の
一
人
間
入
り
．

一
日
の
ご
み
排
出
量
は
、
六
百
六
十
　
　
市
で
は
、
千
手
ト
ン
ネ
ル
近
く
の

九
膠
だ
が
五
年
後
の
ご
み
排
出
量
は
高
城
沢
に
用
地
を
確
保
し
て
、
埋
め

一
。
ニ
キ
。
砂
．
に
な
る
と
予
想
さ
れ
一
立
て
て
い
る
が
、
現
在
の
場
所
で
は

ゴミとの闘い
　　車のなかにごみを
　　　　　器用に積み込む

余
裕
が
な
く
隣
り
の
用
地
買
収
を
考

慮
中
と
の
こ
と
。

　
こ
こ
で
も
す
ご
い
悪
臭
が
わ
た
し

を
包
む
。

　
ご
み
を
衛
生
的
に
処
理
す
る
こ
と

は
大
変
な
こ
と
だ
な
あ
と
痛
感
．
ご

み
は
正
し
く
だ
さ
な
け
れ
ぱ
と
再
確

認
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
。
（
ご
み
は
い

ず
バ
ケ
蓉
器
の
嚢
だ
麹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

饗
響
蒔
監

　
て
暴
呈
す
・
（
ご
み
を
甦

夜
の
う
蔓
テ
も
墨

　
出
す
と
犬
や
猫
が
食
い
ち
ら
か
一

　
し
、
収
集
に
支
障
を
き
た
す
こ

　
と
に
な
る
）

　
二
、
ポ
リ
袋
に
入
れ
た
ご
み
は
固

　
ぐ
口
を
し
ば
っ
て
出
す
。
　
　
一

三
、
川
な
ど
に
ご
み
を
絶
対
す
て
な

い
。

四
、
祝
祭
日
の
ご
み
収
集
は
休
み
、
㎝

　
次
回
送
り
と
な
る
。

五
、
自
家
用
車
で
捨
て
る
場
合
は
、

鍵
鱗
後
七
時
、
、
で
㎜

　
燃
え
な
い
ご
み
は
、
高
城
沢
埋
め
．

　
立
て
地
ま
で
運
び
係
員
の
指
示
に

　
よ
っ
て
捨
て
る
。

　
燃
え
な
い
ご
み

　
陶
器
．
類
（
せ
と
も
の
）
茶
わ
ん
、

こまかくる1ナあるき

燃えないごみは
　　高城沢埋め二

「
眞
し
虻
鯉

　
　
イ
．
日
町
橋

』垂司

ぴツ
』99

川西冊
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みんなごλ死肋θ念い〃

　
も
し
国
保
が
な

　
か
つ
た
ら

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
企
業
に
勤
め

て
い
る
人
や
そ
の
家
族
以
外
は
、
み

ん
な
、
国
民
健
康
保
険
に
入
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
も
し
国
民
健
康
保
険

が
な
か
っ
た
ら
、
わ
た
く
し
た
ち
の

生
活
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。

　
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
、
元
気
な
と
き

は
間
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家

族
の
だ
れ
か
が
寝
つ
い
た
場
合
大
き

な
額
に
の
ぽ
る
医
療
費
の
負
担
に
耐

え
切
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。

　
戦
争
前
、
ま
だ
健
康
保
険
が
な
か

っ
た
頃
、
一
家
に
長
わ
す
ら
い
の
人

が
出
る
と
、
そ
れ
は
悲
惨
な
も
の
で

し
た
。

　
こ
と
に
そ
の
頃
は
、
死
病
と
い
わ

れ
た
結
核
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
た

時
代
で
す
。

　
医
療
費
の
た
め
、
何
も
か
も
売
り

払
っ
て
、
ど
う
に
も
救
い
よ
う
の
な

い
貧
乏
の
ど
ん
底
に
落
ち
こ
む
と
い

う
よ
う
な
家
庭
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
も
と
も
と
、

こ
う
い
う
こ
と
を
防
ご
う
と
し
て
生

．
ま
れ
た
制
度
で
す
。

　
お
互
い
が
平
素
か
ら
掛
金
（
こ
れ

が
保
険
料
で
す
）
を
出
し
合
い
、
こ

れ
に
国
や
市
も
負
担
し
て
、
病
気
や

け
が
の
と
き
助
け
合
お
う
と
い
う
精

神
か
ら
始
ま
っ
た
相
互
扶
助
の
組
織

で
す
。

　
な
か
に
は
、
「
高
い
保
険
料
を
払

う
だ
け
で
、
ち
っ
と
も
病
気
な
ん
か

し
な
い
し
、
丸
損
だ
」
な
ど
と
思
う

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
は
と
ん
で
も
な
い
心
得
ち
が
い
で

す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
を
守

っ
て
く
れ
る
の
が
国
民
健
康
保
険
で

す
。

　
こ
の
国
民
健
康
保
険
を
正
し
く
育

て
あ
げ
る
こ
と
が
、
明
る
い
明
日
の

社
会
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と

4
旨
響
鵬
認
認
憩
闘
認
認
闘
器
”
認
“
騒
鱒
罷
器
顧
罷
器
艶
箋
製
闘
■
齢
認
旨
駒
罷
認
認
盟
鱒
製
認
器
繭
置
・
。
器
藁
器
竪
箋
製
緕
器
鱒
箭
D
。
縮
器
認
闘
器
竪
認
罰
器
6
9

　　　　　　　　市

＝91器贈器．器13－ll。認ll鱒33－1器3－38一謝

　
あ
ら
た
に
施
行
さ
れ
た

　
公
害
関
係
法
に
つ
い
て

　
説
明
し
て
く
だ
さ
い

　
　
〔
答
〕
公
害
国
会
と
名
づ
け
ら
れ

・
た
第
六
十
四
臨
時
国
会
は
、
公
害

翻
関
係
の
十
四
案
件
を
す
べ
て
成
立

　
さ
せ
、
昨
年
十
二
月
十
八
日
閉
会

　
し
ま
し
た
。

　
　
こ
の
国
会
で
成
豆
し
た
法
律
に

　
つ
い
て
は
、
最
近
に
お
け
る
公
害

雛

一5一　　　　第178号
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問
題
の
深
刻
化
に
伴
い
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で

詳
細
に
報
道
さ
れ
、
関
係
者

◎
自
然
公
園
法
の
一
部
改
正

昭
利
四
十
六
年
六
月
二
十
四
日
施

行◎
公
害
防
止
事
業
者
負
担
法
（
制

定
）

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
四
日
施

行◎
大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
改
正

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
四
日
施

行

　
◎
農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等

　
に
関
す
る
法
律
（
制
定
）

　
昭
和
四
十
六
年
六
月
五
出
施
行

◎
下
水
道
法
の
一
部
改
正

を
は
じ
め
一
般
市
民
か
ら
深
い
感

心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近

相
つ
い
で
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
そ
の
法
律
名
と
施
行
期

日
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
公
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日

施
行

◎
人
の
健
康
に
係
る
公
害
犯
罪
の

処
罰
に
関
す
る
法
律
（
制
定
）

昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
施
行

露

◎
水
質
汚
濁
防
止
法
（
制
定
）

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
七
四
日
施

行◎
騒
音
防
止
法
の
一
部
改
正

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
四
日
施

行◎
海
洋
汚
染
防
止
法
（
制
定
）

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
四
日
施

行◎
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
四
日
施

　
と
こ
ろ
で
、
病
気
や
け
が
の
場
合

　
お
医
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
「
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
を
持
参
す

れ
ぱ
、
わ
た
ぐ
し
た
ち
は
医
療
費
の

三
割
を
自
己
負
担
す
る
だ
け
で
す
み

ま
す
。

　
残
り
七
割
は
国
民
健
康
保
険
が
負

担
し
て
く
れ
る
わ
廿
で
す
が
、
こ
の

資
金
は
、
わ
た
く
し
た
ち
が
納
め
る

保
険
料
と
政
府
が
負
担
す
る
（
医
療

費
の
四
割
）
お
よ
び
市
町
村
が
負
担

す
る
分
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
が
ふ
え
て
、
こ
の
資
金
が

赤
字
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
応

じ
て
保
険
料
を
値
上
げ
す
る
た
て
ま

え
（
地
方
税
法
七
〇
三
条
ー
三
）
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
い
き
ん
、
医
療
費
は
毎
年
二
〇

％
近
い
率
で
ふ
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
器
”
”
0
1
”
槻
関
静
舘
脚
”
髄
榊
闘
麗
器
髄
鯛
帥
闘
o
●
”
o
略
鴨
髄
誕
罷
“
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
四
日
施

行◎
農
薬
取
締
法
の
一
部
改
正

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
施
行

◎
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
…

　
　
す
る
法
律
（
制
定
）

　
　
昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
四

　
　
日
施
行
予
定

◎
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
の
一
部
…

改
正

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
四
日
施
　
、

行　
こ
の
ほ
か
、
悪
臭
防
止
法
が
六
　
…

月
一
日
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
水
質
汚
濁
防
止
法
の
施
行
　
㎜

で
、
水
質
保
全
法
、
工
場
排
水
規
　
，

制
法
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
（
続
）
㎜

　
　
　
　
（
都
市
開
発
課
）

3
器
”
罰
期
”
“
輔
●
9
“
”
“
岡
3
1
”
”
”
闘
”
“
●
o
朋
”
開
”
”
翻
”
叫
闘
｝
噸
鴨
”
餉
”

　
こ
れ
は
、
き
き
目
の
あ
る
値
段
の

高
い
薬
が
健
康
保
険
で
採
用
さ
れ
、

ど
し
ど
し
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
の
理
由
も
あ
る
わ
け
で
す

が
、
医
療
費
が
こ
う
毎
年
ふ
え
る

と
、
わ
た
く
し
た
ち
の
納
め
る
保
険

料
も
毎
年
値
上
が
り
す
る
よ
う
な
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
医
療
費
と
保
険
料
の
イ
タ
チ
ゴ
ッ

コ
で
は
、
と
て
も
や
り
き
れ
ま
せ
ん

　
　
早
期
発
見
、
早

　
　
期
治
療

　
病
気
は
早
い
う
ち
に
発
見
し
、
早

く
治
療
す
る
の
が
理
想
的
で
す
。
そ

う
す
れ
ぱ
治
り
万
も
効
果
的
で
あ

り
医
療
費
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

　
し
か
し
早
く
発
見
す
る
と
い
っ
て

も
、
と
く
に
む
す
か
し
い
病
気
の
場

合
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
病
気
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
こ

と
は
、
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
保
健
所
、
市
役
所
な
ど
で
実
施
す

る
が
ん
、
結
核
、
成
人
病
な
ど
の
集

団
検
診
は
面
倒
が
ら
す
に
必
す
受
け

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
と
に
中
年

市に新鋭測定装置
騒音測定に威力を発揮

都
市
開
発

課
で
は
、
こ

の
ほ
ど
「
騒

音
分
析
計
」

「
高
速
レ
ベ

ル
レ
コ
ー
ダ

ー
」
な
ど
騒

音
測
定
器
一

式
を
五
＋
万

円
で
購
入
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、

騒
音
レ
ベ
ル

の
測
定
装
置

周
波
数
分
析

す
ぎ
た
ら
、
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は

（
理
想
的
に
は
二
度
）
成
人
病
の
検

査
や
が
ん
の
精
密
検
診
な
ど
を
受
け

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

県
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
四
日
町
神
宮
寺
の
観
音
様
㊧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
観
世
音
護
持
会
を
結
成
I
i

装
置
と
記
録
装
置
を
備
え
た
も
の
で

騒
音
レ
ベ
ル
が
記
録
紙
に
詳
細
記
録

さ
れ
る
の
で
、
当
事
者
が
非
常
に
理

解
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
苦
情
申
し
立
て
の
あ
っ
た

騒
音
の
測
定
で
威
力
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

｛

　
　
去
る
七
月
四
日
、
四
日
町
の
神
宮

　
寺
に
お
い
て
「
文
化
財
観
世
音
護
持

　
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
神
宮
寺
の
住
職
、
信
徒
惣
代
、
大

　
井
田
地
区
の
各
部
落
の
惣
代
、
評
議

　
員
、
市
嘱
託
員
な
ど
が
集
ま
り
、
結

蹴
成
趣
意
書
の
説
明
、
会
則
の
審
議
が

　
な
さ
れ
、
万
場
一
致
で
会
は
成
立
し

引引　
会
の
結
成
を
喜
ぶ
天
神
ば
や
し
の
唱

　
和
の
声
は
観
音
様
の
森
に
こ
だ
ま
し

撒㎝
，
ま
し
た
。

鵬
　
貴
重
な
文
化
財
を
守
ろ
う
と
い
う

熾
地
元
住
民
の
下
か
ら
も
り
あ
が
っ
た

引撒m引隅㎝剃引引引馴馴朝甲引…

．
鮮

熱
誠
の
声
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
会
の
趣
旨
は
、
前
述
（
市
報

六
月
号
）
の
県
の
指
定
文
化
財
と
な

っ
た
本
尊
木
造
十
一
面
干
手
観
音
立

像
を
始
め
と
す
る
仏
像
、
及
び
こ
れ

ら
が
安
置
さ
れ
て
い
る
堂
塔
伽
藍
な

ど
の
文
化
財
を
恒
久
的
に
守
り
、
ま

た
そ
の
た
め
に
境
内
の
保
勝
の
対
策

を
も
講
じ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
文
化
財
観
世
音
護
持
会

を
母
胎
と
し
て
、
市
民
の
心
の
安
ら

ぎ
の
場
を
都
市
化
や
公
害
か
ら
守

り
、
更
に
積
極
的
に
は
・
十
日
町
市
に

お
け
る
奈
良
の
法
隆
寺
、
京
都
の
西

芳
寺
（
苔
寺
）
、
大
原
の
三
千
院
を

建
設
し
、
市
民
の
永
遠
の
憩
い
の
場

歴
史
の
ふ
る
さ
と
を
築
こ
う
と
関
係

者
は
果
て
し
な
い
夢
を
将
来
に
描
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
は
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
も

の
は
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
協
力
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん

　
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
観
音
様

の
文
化
財
に
つ
い
て
ひ
き
続
い
て
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
す
前
に
概
説
し
た
写
真
の
山
門

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
出
間
は
仁
王
門
と
も
い
い
、
東
西

に
身
長
一
．
層
の
赤
裸
の
金
剛
力
士
像

騒音の記録
70、ホーン

「ホGo

50ホーン

　　騒音は図のように記録される

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
側
の
像
は
口
を
開
き
、
西
側
の

像
は
口
を
閉
じ
て
あ
う
ん
く
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
の
字
母
の
初
韻
（
あ
）
と

終
韻
（
う
ん
）
宇
宙
の
真
理
を
示

す
V
の
相
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
二
躯
の
金
剛
力
士
像
は
、
市

内
轟
木
の
池
田
市
エ
門
氏
の
先
祖
が

一
七
四
四
年
に
観
音
堂
に
奉
納
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
こ
の
二

像
を
安
置
す
る
山
門
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
　
（
続
）
　
　
文
・
竹
内
道
雄

　
（
文
化
財
観
世
音
護
持
会
副
会
長

長
岡
高
専
教
授
）

、

一
』
恥

1
ー

、

　
市
長
さ
ん
、
住
宅
地
域
な
の
に

出
機
が
ふ
え
、
騒
音
の
た
め
戸
も

開
け
ら
れ
す
、
土
、
日
曜
の
休
息

も
と
れ
ま
せ
ん
。

　
せ
め
て
休
日
や
夜
間
に
は
勤
め

人
に
も
笑
顔
の
家
庭
を
与
え
て
く

だ
さ
い
。
　
　
稲
荷
町
　
一
主
婦

【
答
】
気
温
が
あ
が
り
、
戸
障
子
を

開
放
す
る
季
節
に
な
る
と
、
騒
音
苦

情
の
訴
え
が
急
増
し
ま
す
。

　
と
く
に
多
い
の
が
、
出
機
の
操
業

時
間
を
規
制
で
き
な
い
か
、
と
い
う

訴
え
で
す
。

　
出
機
の
操
業
時
間
は

　
自
由

　
住
宅
地
域
で
出
機
の
織
機
が
、
早

朝
か
ら
夜
間
ま
で
、
し
か
も
休
日
な

し
に
騒
音
を
出
し
て
い
る
と
す
れ
ぱ

問
題
で
す
。
が
、
こ
の
「
好
ま
し
く

な
い
音
」
を
出
す
出
機
の
操
業
時
間

は
、
規
制
す
る
規
則
が
な
く
自
由
就

業
で
す
。

　
こ
の
就
業
時
間
に
つ
い
て
、
市
や

第
三
者
が
干
渉
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
出
機
に
従
事

す
る
家
内
労
働
者
の
勤
労
の
権
利
、

義
務
に
関
す
る
間
題
に
属
す
る
か
ら

で
す
。

　
早
朝
や
優
間
、
休
日
等
の
出
機
の

操
業
問
題
は
、
そ
の
出
機
に
従
事
し

て
い
る
家
内
労
働
者
が
、
近
隣
の
迷

惑
を
考
え
て
自
発
的
に
短
縮
し
た
り

休
止
し
た
り
す
る
以
外
に
み
ち
は
な

く
、
一
般
的
に
は
そ
の
家
内
労
働
者

の
自
由
意
志
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

出
機
の
騒
音
は
規
制

　
の
対
象

　
出
機
の
就
業
時
間
は
自
田
意
志
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
か
ら
発
す
る
「
好

ま
し
く
な
い
音
」
が
近
隣
に
迷
惑
を

与
え
る
と
こ
れ
は
別
問
題
で
す
。

　
県
公
害
防
止
条
例
は
、
出
機
の
事

業
者
に
対
し
、
公
害
防
止
に
つ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
す
る
よ
う
、
未
然

防
止
の
責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。
も

し
織
機
の
音
が
、
近
隣
に
住
む
人
の

健
康
や
生
活
環
境
に
係
る
被
害
を
生

じ
て
い
る
と
、
生
活
環
境
保
全
の
た

め
騒
音
公
害
の
規
制
対
象
と
な
り
ま

す
。

騒
音
の
被
害
者
側
か
ら
苦
情
申
立
が

あ
れ
ぱ
、
市
の
係
員
が
県
公
害
防
止

条
例
に
基
づ
き
騒
音
の
測
定
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
か
り
に
、
出

機
の
騒
音
が
県
条
例
の
規
制
基
準
を

こ
え
て
い
れ
ば
、
防
音
、
遮
音
等
の

公
害
防
止
対
策
を
行
な
う
よ
う
行
政

指
導
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
場
合
出

機
事
業
者
は
、
早
急
に
騒
音
を
基
準

以
下
に
さ
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
理
由
な
く
し

て
対
策
を
怠
れ
ば
、
市
は
知
事
に
進

達
し
、
県
の
立
入
検
査
、
措
置
勧

告
、
措
置
命
令
等
の
強
い
措
置
が
ど

ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
一
般
的
に

に
は
規
制
の
な
い
出
機
の
操
業
時
間

も
、
現
実
に
は
近
隣
の
住
民
に
迷
惑

を
か
け
な
い
と
い
う
条
件
を
満
た
し

た
う
え
で
の
、
自
由
就
業
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
朝
、
タ
、
休

日
な
ど
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い

な
い
か
確
め
て
く
だ
さ
い
。

　
騒
音
公
害
の
規
制
基
準

　
金
属
加
工
機
、
木
材
加
工
機
、
印

刷
機
械
、
織
機
（
出
機
は
こ
の
中
に

含
ま
れ
る
）
な
ど
三
十
四
種
類
が
騒

音
を
出
す
特
定
施
設
と
し
て
県
条
例

で
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
規
制
基
準
は
、
地
域
を
四
つ
に
区

分
し
、
四
つ
の
時
間
帯
別
に
音
量
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
訴
え
の
町
内
を
、
第
二
種
（
大
部

分
が
住
宅
区
域
）
地
域
と
し
ま
す
と

　
昼
間
（
午
前
八
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
）
五
五
ホ
ン
、
タ
（
午
後
六
時

か
ら
午
後
九
時
ま
で
）
五
〇
ホ
ン
、

夜
間
（
午
後
九
時
か
ら
午
前
六
時
ま

で
）
四
五
ホ
ン
、
朝
（
午
前
六
時
か

ら
午
前
八
時
ま
で
）
五
〇
ホ
ン
が
規

制
基
準
で
す
。
こ
の
基
準
は
工
場
な

ど
の
敷
地
の
境
界
線
に
お
け
る
許
容

限
度
で
す
か
ら
、
騒
音
の
調
査
は
敷

地
の
境
界
線
で
騒
音
計
で
測
定
し
ま

す
。
こ
の
基
準
以
下
の
音
量
が
お
互

に
耐
え
忍
ぶ
受
忍
限
度
で
こ
れ
以
上

の
音
量
は
出
し
て
な
ら
な
い
音
量
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
苦
惰
は
ま
ず
話
合
で

　
解
決
を

　
騒
音
問
題
は
、
ま
づ
当
事
者
が
発

生
源
側
と
話
合
い
、
円
満
な
解
決
を

は
か
る
努
力
が
大
切
で
す
。
も
し
話

合
が
つ
か
す
、
ま
た
聞
き
入
れ
ら
れ

な
い
と
き
は
、
公
害
係
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
係
で
は
予
備
調
査
を
行

な
っ
て
、
公
害
か
そ
の
他
の
ケ
ー
ス

か
を
た
し
か
め
、
状
況
に
よ
っ
て
は

「
公
害
苦
情
申
立
」
を
求
め
ま
す
。

　
相
談
は
窓
口
、
電
話
、
手
紙
等
で

お
願
い
し
ま
す
。
い
す
れ
も
、
住
所

、
氏
名
の
不
明
確
な
も
の
は
、
連
絡

が
と
れ
ま
せ
ん
の
で
受
け
付
け
な
い

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
お
互
に
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
開
発
課
）
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鯉
風
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φヂ
の

わ

㌃

矯

道

祖

神

　
「
い
し
ぼ
と
け
ま
つ
り
」
に
訪
れ
た
鉢
部
落
で
、
久
し
ぶ
り
に
道

祖
神
（
ど
う
そ
じ
ん
）
に
再
会
し
た
。
夏
草
に
半
分
く
ら
い
が
埋
も

れ
て
は
い
る
が
、
冠
（
か
ん
む
り
）
を
つ
け
た
男
女
二
神
の
互
い
に

手
を
握
り
あ
っ
た
姿
は
、
何
ひ
と
つ
変
っ
た
と
こ
ろ
も
な
い
。

　
こ
の
道
祖
神
は
、
む
か
し
旧
道
の
傍
に
立
っ
て
い
た
の
を
、
新

道
が
開
か
れ
た
機
会
に
部
落
内
ト
ド
メ
キ
（
家
号
）
の
近
く
へ
移

し
、
さ
ら
に
道
路
改
修
で
現
位
置
の
部
落
入
口
に
移
っ
た
。
道
の
神

様
で
も
あ
る
し
、
耳
の
神
様
で
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
、
耳
が
痛
む
と

カ
サ
（
椀
の
蓋
）
を
あ
げ
た
り
、
ヨ
シ
を
切
っ
て
そ
の
茎
に
甘
酒
を

入
れ
た
も
の
を
年
令
の
数
だ
け
あ
げ
て
お
詣
り
し
た
と
い
う
。
ま
た

こ
の
近
く
で
、
小
正
月
の
ド
ゥ
ロ
ク
ジ
ン
ヤ
キ
（
道
禄
神
焼
き
）
も

お
こ
な
わ
れ
た
。

　
道
祖
神
は
、
市
内
あ
ち
こ
ち
の
部
落
に
立
て
ら
れ
て
あ
り
、
部
落

へ
疫
病
な
ど
の
は
い
っ
て
く
る
の
を
防
い
で
く
れ
る
神
で
あ
る
と
か

旅
人
や
道
路
を
守
っ
て
く
れ
る
神
、
耳
病
の
神
様
な
ど
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
男
女
二
神
の
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
は
（
双
体
道
祖
神
と

呼
ば
れ
る
）
そ
の
形
が
、
徳
利
・
盃
を
持
っ
た
り
手
を
結
び
あ
っ
た

り
し
て
ま
こ
と
に
む
つ
ま
じ
げ
な
像
で
あ
る
の
で
、
縁
結
び
の
神
と

し
て
も
尊
ぱ
れ
て
い
る
。

　
道
祖
神
は
、
普
通
に
ド
ウ
ソ
ジ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
ド
ウ
ロ
ク

ジ
ン
●
ド
ウ
ラ
ク
ジ
ン
・
ミ
チ
ガ
ミ
サ
マ
と
呼
ん
で
い
る
部
落
も
あ

り
、
像
の
立
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
サ
イ
ノ
カ
、
、
、
と
い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
。
文
字
塔
・
単
体
像
・
双
体
像
の
別
が
あ
る
。
双
体
道
祖
神

は
新
潟
県
方
面
に
は
な
い
と
い
う
説
を
発
表
し
て
い
た
学
者
も
あ
る

け
れ
ど
も
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
地
方
に
は
、
た
い
へ
ん
多
く
残
っ

て
お
り
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
小
正
月
行
事
の
シ
メ
ヤ
キ
（
サ
イ
ノ
カ
ミ
・
ド
ウ
ラ
ク
ジ
ン
ヤ
キ

な
ど
）
は
、
こ
の
神
様
の
ま
わ
り
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ

る
が
、
飛
渡
地
区
で
は
、
杉
な
ど
で
像
を
つ
く
っ
て
供
え
た
り
、
い

っ
し
ょ
に
焼
い
た
り
す
る
。
「
ド
ウ
ラ
ク
ジ
ン
の
馬
鹿
が
、
出
雲
崎

へ
招
ば
れ
て
、
あ
と
で
家
を
焼
か
れ
た
焼
か
れ
た
」
の
歌
は
市
内
全

域
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
文
　
・
上
　
　
村
　
　
政
　
　
基

　
　
　
　
　
　
ヵ
ッ
ト
・
阿
　

部
　

十
　

郎

【
写
真
は
鉢
部
落
の
道
祖
神
】

一412一
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検察審査会にご相談を

詐欺、おどし、交通事故など、犯罪の被害に

あって、警察や検察庁に訴えたが、検察官がそ

の事件を裁判にかけてくれない。

　どうもなっとくできない一こんな不満をもっ

ているかたは、いませんか？

そういうかたは、そのまΣ泣き寝入りしない

で’検察審査会にご相談ください。

検察審査会とは

選挙人名簿をもとにして、くじでえらばれた

民間人の代表者一11人の検察審査員一が、検察

官の仕事のやりかたを審査するための制度です

停電のお知らせ

■8月24日午前9時から正午まで

新座地内（十日町中学校付近）

■旧日午後7時

高校生の進路指導をどう考えるか

　　　　　　　　　　第2講義室
■24日午後7時　　書道教室　　第2会議室

紬期限内の

自主紬税にご協力ください〃

　8月3旧は、あなたの昭和46年度第一期分個

人事業税の納期限です。

お忘れなく近くの銀行、郵便局または財務事

務所窓ロヘ納めてください。

　　　　　　　（十日町財務事務所）

サウナ泉（公衆浴場）のλ浴日を変更

増水したら早めに退遵を4

本格的な夏を迎え、水泳や釣りなど、水に親

しむことが多くなり、水による事故も多い季節

になりました。国鉄信濃川発電所では、水難防

止に万全を期するため、信濃川沿岸に警報サイ

レンを8箇所、警報札を20箇所設置して、水難

防止に細心の注意を払っておりますが、つぎの

場合サイレソを吹鳴しますので、早めに退避す

るようにお願いします。

　1．降雨などで増水し、ダムから放流するとき

2．発電所が故障のため、調整池の水を余水路

　から信濃川に放流するとき

3。洪水のとき

　　　　　　　　（国鉄信濃川発電所）

新潟県警察官募集
　　　　（昭和47年4月採用）

1．採用予定人員

警察官㈲　20人　　大学卒業者または昭和47

　　　　　　　年3月31日までに卒業す

　　　　　　　る見込みの者
警察官（B）60人　　上記以外の者で高等学校

　　　　　　　卒業程度の学力を要する

　　　　　　　者
2．年令及び性別

昭和19年4月2日から昭和29年4月1日まで

に生まれた男子に限る

職業訓練生を募集

県立専修職業訓練校は昭和47年4月入校生を

募集しています。

・訓練科目は機械鍛造科、機械科、配管設備科

電気工事科、自動車整備科・建築科、左官科

木工科などがあります。

・募集締切りはil月22日（月）です。

高田町2丁目サウナ泉（半間正さん経営）で

公衆浴場が再開されましたが、その後、入浴日

についてつぎのとおり変更になりましたのでお

知らせします。

毎週月曜日を休みにしていましたが、月曜日も

営業します。

月曜日は女子の入浴日となります。

＜8月行事のお知らせ＞

口茶道教室　30日午後7時　　和室

□花道教室　　23日午後7時　　和室

　休館日　20日、27日

口社会福祉事業に寄付（敬称略）

四日町　二瓶恵助　30，000円（香典返し）

本町1　大島満直　10，000円（拾物満期）

市職（農業構造改善事業係）500円（旅費の一部）

うと木　内藤直義　1，000円

神明町池田耕平さんは、消防庁舎増築資金とし

て5万円寄付しました（香典返し）

噂蝉

5の日は税の相談日

十日町税務署では毎月5日、i5日、25日（日

曜、祭日のときは翌日）のr5の日」を税の相

談日として、みなさんのご利用をお待ちしてお

ります。

相談は匿名でも応じておりますので、お気軽に

おでかけください。

マ
く
る

に
備
え
よ
う

　
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
新
潟
地
方
気
象
台
の
予
報
に
ょ

り
ま
す
と
、
八
月
に
二
個
、
九
月
に

一
個
く
ら
い
の
台
風
が
襲
ワ
て
き
そ

う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
台
風
の
多
く
は
豪
雨
を
伴
っ
て
や

っ
て
き
ま
す
。

　
水
に
対
す
る
備
え
も
お
こ
た
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

，
私
た
ち
も
一
人
一
人
が
ふ
だ
ん
か

ら
備
え
を
†
分
に
し
、
台
風
に
対
す

る
心
が
ま
え
を
か
た
め
れ
ぱ
被
害
を

小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
是
非
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▽
情
報
を
つ
か
む

▽
ア
ン
テ
ナ
や
看
板
、
煙
突
な
ど
は

食
中
毒
に
ご
注
意

　
夏
は
例
年
食
中
毒
が
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
食
中
毒
を
な
く
し
、
健

康
で
楽
し
い
夏
を
す
ご
す
た
め
に
つ

ぎ
の
こ
と
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
、
手
洗
い
の
励
行

　
二
、
台
所
は
整
理
整
と
ん
し
て
い

つ
も
清
潔
を
た
も
つ
こ
と
。

　
三
、
ね
す
み
、
は
え
、
ご
き
ぶ
り

な
ど
の
駆
除
。

　
針
金
で
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

▽
雨
戸
を
補
強
し
、
と
く
に
古
い
家

　
で
は
柱
な
ど
に
カ
ス
ガ
イ
を
打
ち

　
込
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
貴
重
品
、
非
常
食
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
）
そ
れ

　
に
応
急
薬
品
な
ど
を
用
意
し
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。

▽
火
の
も
と
に
は
と
く
に
注
意
し
火

　
災
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

▽
危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
早
め

　
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

1．募集区分

一般事務職員

大学卒　男子　若干名

　高校卒　　　若干名
2。応募資格

臼）大学卒

　昭和20年4月2日以降に生れた者で、学校
　教育法による大学の卒業者（昭和47年3月

　卒業見込みの者を含む）

⑨高校卒

　昭和23年4月2日以降に生れた者で学校教
　育法による高等学校の卒業者（昭和47年3
　月卒業見込みの者を含む）
3．試験期日

臼）第1次試験

　昭和46年10月2日（試験会場・市役所）
⑨第2次試験

　昭和46年10月16日（試験会場・市役所）
4．受付期間

昭和46年9月10日から昭和46年9月22日まで
5．受験手続

十日町公共職業安定所または市長公室につぎ

　の書類を添えてお申し込みください。

←f）市職員採用試験申込書（用紙は市長公室に

　あります）
⑨最終学校の成績証明書

の昭和47年3月卒業の者は卒業見込みを証す

　る書類
6。その他

　不明の点は市長公室にお問い合わせください
　電話（7）3川番

　
新
潟
県
消
費
者

　
実
態
調
査
に
ご

　
協
力
を

　
九
月
一
日
か
ら
二
ヵ
月
間
消
費
実

態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
県
内
九
市
一
町
に
つ

い
て
五
八
八
世
帯
が
抽
出
さ
れ
調
査

さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
三
調
査
区
で
三
十

六
世
帯
が
指
定
さ
れ
、
消
費
者
世
帯

の
収
入
や
支
出
を
家
計
簿
に
つ
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
経

済
計
画
や
消
篭
看
保
護
の
問
題
な
ど

各
種
経
済
施
策
に
役
立
つ
資
料
を
作

る
た
め
の
調
査
で
す
。

　
抽
出
さ
れ
た
世
帯
に
は
、
調
査
員

が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
調
査
員
と
調
査
区
域

　
高
橋
茂
（
本
町
七
丁
目
一
・
二
）

　
宮
沢
ヨ
ウ
子
（
田
川
町
二
・
三
丁

目
）

　
岡
村
建
治
（
谷
内
丑
・
北
新
田
）

15日　十日町病院

　　　覧話7－3i61番

22日桂味医院
　　　電話7－3260番

29日中条病院
　　　電話7－3018番
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【
青
少
年
間
題
協
議
会
風
景
】

青少年健全育成指導員として県知事から

任命されま協今年はさしあたつて夏圃

季休暇中の水死事故防止、危険個所の再

蝶欝繋鵬鱒
松井和栄（本町西一丁目）庭野与一（赤

倉）中沢幾太郎、（四日町）樋口熊蔵（中条旭町）大淵武

義（下条一丁自）長谷川強（水口）丸山喜平（吉田山谷）

斉木睦子（南

鐙坂）村山利

雄（伊達）富

井愛吉（水沢）

富井清道（六

箇山谷）村山

聴太郎（川治

下町）桑田百

合子（山本）

到翻歯繰囹9
到囹囹囹囹囹囹囹囹囹囹堅堅囹囹輿墜

明治39年4月2日から同44年4月1日までに生まれた

人を対象に、保険料を10年間納めると老令年金が貰える

10年年金制度（任意加入の特別措置）が設けられていま

した。

　この10年々金に加入していた人は、十日町市で922人

ありました。　（10年間保険料を完納）

　この人達に今月から、いよいよ老令年金の証書の交付

が始まります。

　しかし、65才の誕生を迎えながらまだ老1｝年金の請求

をしていない人はありませんか、65才になったからとい

ってもだまっていては年金を貰えません。

65才の誕生日を迎えたら市民課国民年金係にすぐ請求

の手続きをしてください。

あなたの年金を受ける権利が社会保険庁で確定すると

国民年金証書が渡されます。

支払い方法は毎年2月、5月、8月、H月に3ヵ月分

をまとめて、銀行、郵便局等から支払われることになり

ます。

　　　　つぎの届出を忘れないで

老令年金をもらっている方は、つぎの届けを社会保険

庁にしてください。

　1．現況届一毎年定期的に用紙が送られてきますから

　これによって提出します。

2．住所変更届一住所が変ったら提出してください。

3．支払い機関の変更届一銀行、郵側、弓の支払い先を

　変更したときはすぐ提出してくださいg

　　　　通算老令年金受給者は約30人

当初国民年金に加入していたが、その後、厚生年金等

に加入したため国民年金をやめた人が、市内に約30人お

ります。

　この人達の場合、国民年金と、厚生年金の加入した期

間を合算してIO年以上になりますと、通算老令年金とい

って2つのところから加入期間によってそ』れぞれ年金を

受けることができます。

毎年6月と12月の2回支払われます。

β顧■圃團一一躍■圏酔
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